
日紙商から最新情報のお知らせ 
 
  

環境省は、グリーン購入法、コピー用紙について 
判断基準の見直しの方針を固める 

 
 
ご高承の通り、11月 21日「古紙配合率、70%に緩和」「環境省方針 コピー用
紙グリーン購入」という日経記事が掲載されました。 
 平成 20年 11月 13日、平成 20年度特定調達品目検討会(第 2回)が開催され、
特定調達品目及び判断の基準等の見直しの概要や今後のスケジュールが検討さ

れました。その中から、紙類(コピー用紙)に関連する資料を抜粋しましたので、
皆様にご報告いたします。 
 新しい判断基準では、総合評価指標が導入されます。同内容の詳細は、添付

しました、「平成 20年度特定調達品目検討会(第 2回)、紙類に関する資料」の
11～21頁をご覧ください。 
 
[要点] 
○ コピー用紙の判断基準(案)  (平成 20年度特定調達品目検討会(第 2回)、資料 4-1から抜粋) 
      詳細は添付の資料をお読みください。 

 
○ 今後のスケジュール  
平成 20年 12月から平成 21年 1月上旬  パブリックコメント 
平成 21年 1月 中旬   平成 20年度特定調達品目検討会(第 3回) 
平成 21年 2月 上旬   閣議決定 

http://www.jpbwa.com/news_pdf/081202_01.pdf

